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研究成果の概要（和文）：本研究は、AIに学習させるべき良質のデータが不足しているという問題を解消するた
めに、フューチャー・デザインの「仮想将来世代」の意思決定を蓄積するプラットフォームたる「意思決定銀
行」を構築し、人とAIが共存する未来社会の持続可能性を高めることを目的とする探索的研究である。AIの判断
の倫理性や妥当性を考える上では、学習データの質に注目する必要がある。本研究では、AIに学習させるべき良
質なデータをどのように社会に蓄積させていくか検討をおこなった。その結果、行動経済学やフューチャー・デ
ザインだけでなく、哲学や法学、心理学など学際的な見地から、未来社会のあり方について議論する必要性に至
った。

研究成果の概要（英文）：This research is an exploratory study aimed at improving the sustainability 
of a future society in which humans and AI coexist by building a "decision bank" as a platform to 
accumulate the decisions of Future Design's "virtual future generation" in order to solve the 
problem of the lack of quality data to be trained by AI. In considering the ethics and validity of 
AI decisions, we need to look at the quality of the learning data. In this study, we examined how to
 allow society to accumulate high-quality data that should be learned by AI. As a result, it became 
necessary to discuss the future of society not only from the perspective of behavioral economics and
 future design but also from the interdisciplinary perspective of philosophy, law and psychology.

研究分野： 実験社会科学

キーワード： 実験社会科学　ナッジ　テクノロジー　フューチャーデザイン　アルゴリズム回避

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
通常は、AI未来社会研究というと、「どのようなAIが開発できるか」という技術的な側面にのみ焦点が当たりが
ちである。しかしながら、そのようなテクノロジーが社会に実装されたときに、人間の心理や行動、人間同士の
結びつきがどうなるかを考えることも、併せて重要である。本研究は、特に後者に注目して、未来社会における
テクノロジーと人間の共存を、フューチャーデザインという革新的なアイディアを元に検討した点で、大きな学
術的意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

AI の進展は、人間の社会生活に大きな影響を与える。たとえば、Bonnefon et al. (2015)は、
自動運転カーにおいて AI がなす判断の倫理性を問題視しているし、Frey and Osborne(2013)
は、AI が人間の業務の多くを代替する可能性を示唆しており、AI の判断が社会に与える影響
は計り知れない。しかし AI の意思決定はブラックボックスとなってしまう点を踏まえると、AI 
の判断の倫理性や妥当性を考える上では、アウトプットよりもむしろインプットの質に注目す
る必要がある。つまり、AI を学習と推論のプロセスと捉えた場合、どのようなデータを学習さ
せるかが AI のなす判断に多大な影響を与える。たとえば、Microsoft の AI プロジェクト「Tay」
は、Twitter 上で言葉を学習していくアカウントであったが、開始直後多くの攻撃的な言葉を浴
びせられた結果、同種の言葉を発するように学習してしまい、結局アカウント停止という事態に
陥った。さらには、ビジネスの世界でも、AI に学習させるための良質なデータが不足している
という問題が叫ばれている（日本経済新聞 2018 年 10 月 2 日付朝刊）。このように、今後の未
来社会を考える上で AI にどのようなデータを学習させるかが極めて重要になると考えられる
が、現状では、この点の議論が成熟しているとは言い難い。 
一方で、我々研究代表者および分担者は、これまでフューチャー・デザインや行動経済学に関

する研究を進めてきたが、これらの中で、実験分析の未来志向性（現実にない仕組みを仮想的に
作り上げることで「ヒトとヒト」や「ヒトと仕組み」の相互作用を分析でき、制度や政策の事前
の効果測定が可能）、そして、フューチャー・デザインの有効性（近視眼的思考から人を解き放
ち、将来世代の視点に立った意思決定（デタッチメント）を可能とさせるマインドセット変革を
促す仕組みの有効性）を実感してきた。AI と人が共存する未来社会を考える場合、現実にはな
い制度や仕組みを議論しなければならないが、未来志向性を有する実験社会科学は分析上の親
和性を有するし、かつ、フューチャー・デザインによれば近視眼的な思考に陥りがちな人間心理
を克服できる可能性がある。これらのことから、未来社会を設計するにあたり、両者の視点・方
法は必要不可欠であると考えられ、その意味でも本研究は、これまでになかった独創的な研究で
あり、かつ世界の第一線とも十分に戦える研究プロジェクトとなりうる可能性を秘めていると
考えたのである。 
 
 
 
２．研究の目的 
そこで本研究は、特に非定型的で創造的な意思決定に関連して AI に学習させるべき良質のデ

ータが不足しているという問題を解消するために、フューチャー・デザイン（西條編 2015）の
「仮想将来世代」の意思決定を蓄積するプラットフォームたる「意思決定銀行」を構築し、人と
AI が共存する未来社会の持続可能性を高めることを目的とする探索的研究である。 

AI の進展は、人間の社会生活に大きな影響を与える。ここで AI の判断の倫理性や妥当性を
考える上では、AI の意思決定がブラックボックスとなってしまう点を踏まえると、アウトプッ
トよりもインプットの質に注目する必要がある。つまり、AI にどのようなデータを学習させる
かが重要な鍵となる。たとえば、ビジネスの世界でも、AI に学習させるための良質なデータが
不足しているという問題が叫ばれている。 
そこで本研究では、（特に、非定型的な意思決定に関する）AI に学習させるべき良質なデータ

をどのように社会に蓄積させていくかという問題意識を持ちながら、それを克服させる力を持
つと考えられる行動経済学やフューチャー・デザインを中心に、更には哲学や法学、情報科学な
ど学際的な見地から、人間と AI が共存する未来社会における経済制度や社会のあり方について
エビデンスを備えた検討をおこなう(EBPM(Evidence-based policy making))ことにする。 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究で重要な鍵となるのは、「仮想将来世代」という視点を取り込むフューチャー・デザイ

ンである。研究分担者のこれまでの研究によれば、「仮想将来世代」の考えるビジョンや意思決
定は、通常我々が現世代目線で考えるものに比べ異質（独創性が高い、複雑なことほど優先順位
を高めるなど）であり、これらの発想を集積し AI に学習させるということは、社会の持続可能
性を高める意思決定を実現することにつながるものと考えられる。 
さらに本研究は、未来志向性を有する実験社会科学や行動経済学にも依拠する。これらは、人

の限定合理的な行動に着目し、現実にはまだない「未来社会」を仮想的に作り上げ「ヒトと AI」
や「ヒトと AI と仕組み」の相互作用をデータ(エビデンス)で語ることが出来る。 
これらの方法に依拠しつつ、本研究は、未来社会における技術と社会の対話を支える新たなプ

ラットフォームを構築することを目的とする。すなわち、AI がなす判断や意思決定については、
ある程度技術者サイドで明らかにできるとしても、その是非やそれらを踏まえた未来社会の設



計は、非専門家も巻き込んだ広く公共的な討議をおこなうことが重要となる。これについて、た
とえば、英国でナノテクノロジーの将来性が議論になった際に、多様な専門家が「証人」役とし
て情報提供し、一般市民からなる仮想的な「ナノ陪審員」が議論を交わし最終的には公共的観点
から「判決」を下す試みがあった。本稿は、これをヒントにして、人々のテクノロジーに対する
信頼や、人間同士の信頼ということを大きなキーワードに据えて、これまでの行動経済学や心理
学の先行研究に依拠して、仮想シナリオを元にしたサーベイを実施することでデータを集める
とともに、それらをフューチャーデザインの視点からどうなるかについても検討を進めた。 
当初研究計画では、討議型実験をおこない仮想将来世代の意思決定データを集積していくこ

とを予定していたが、コロナ禍で、被験者を呼んでの対面かつ長時間に及ぶ討議実験の実施が困
難となってしまった。しかし、我々は、関連研究の予備的な調査をおこなうとともに、十分な下
準備のもと、最終的にはオンラインでのサーベイに手法を切り替えて研究を進めることで、当初
目的を達成することができた。 
 
 
 
４．研究成果 
本研究では、特に「信頼」という点を鍵にして、人と人との信頼、人とテクノロジーの信頼、

ひいては、テクノロジーを利用する人と人との信頼を重要な鍵として、上記の問題を検討した。
その結果、先行研究でも言われる「algorithm aversion」（アルゴリズムの判断や意思決定を嫌
悪する人間の心理バイアス）が、上述の「意思決定銀行」を構築する際にも大きな障害になる恐
れがあり、それらを適切に回避し、社会の相互信頼を構築していく方策が別途必要になること、
またそのためには、行動経済学やフューチャーデザインだけではなく、哲学や法学、心理学など
学際的な知見の総力戦により検討を進める必要があることが明らかとなった。 
また我々は、これらの知見について、現在、海外査読雑誌への投稿準備を進めるとともに、こ

れらの研究の次のステップとなる研究プロジェクトを検討しているところである。 
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